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Abstract   

It was attemptedinthis paper to design a consulation program as subLSyStem Of exercise  

prescrlptlOn SyStem，   

Theresultsandproblemsfromapllotstudymaybesummarizedasfollows：  

（1）thissystemisabletotakecorrectryandimmeddatelybasicdataonexerciseprescription．  

（2）thisprogramisabletoexchangeinformationbetweenusersandcomputerbyaninterractive  

method．   

（3）this system files the fundamentaldata of the patient on device such as magnetic discs  

automatically．  

（4）thissysternwi11benecessaryagreatdealofselectedknowledge，andshouldbedescribedby  

COmputerlanguagessuchasLISP，PROLOG・‥etC．  

1 緒 言   

科学技術が急速に発展している現代，人間  

の生活様式は，次第に座業中心，頭脳労働中  

心に変化しつつある。また，交通機関，自動  

車道路網の発達等により，人間の肉体的活動  

時間は減少する一方である。もちろん，大学生，  

高校生と言えども例外に属するものでほない。   

そして，この生活様式の変化がいわゆる「運  

動不足病」1）と呼ばれる新たな疾病をもたら  

したと言ってもよいだろう。運動不足と冠動  

脈性心疾患，高血圧，肥満等との関係はよく  

知られている所の事である。この「運動不足  
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たとえば，慈染病の診断システムである  

MYCINは，その代表的例と言えよう。そし  

て，それらはあくまで人間の知的活動をサ  

ポートすることが目的であり，コンヒ㍉1一夕  

によってすべて全自動化しようというもので  
はない。   

つまり，人間とプログラムが情報交換しな  

がら問題解決を行たうインタラクティプなシ  
ステムである。2）Lたがって，本研究で試作し  

たプログラムもあくまで専門家のサボrトを  

臼的としており，プログラム白身が運動処方  

すべてを行なうわけではない。  

病」tこ対抗するための一つの概念とLて個人  

別運動プログラム処方が生まれ近年，いわゆ  

る運動処方として急速に広まってきている。   

しかし，現段階においてほ決定版的基準は  

なく，各方面の専門家が試行錯誤的に行なっ  

ているといってもよいだろう。したがって，  

多数の希望者に対応することが困難であり，  

もし出来たとしても，デー兵やカルテ等の処  

理時間が多大なものとなると思われる。   

そこで本研究ほ，運動処方システムのサブ  

システムとLてのコンサルテーション・プロ  

グラムを開発し，処方のサポート及びデータ  

べ【スの作成・運用等をコンピュータで行な  

うことiこより，運動処方システムの正確化  

高速化を実現しようとした。  

2．コンサルテーション・プログラム   

本研究で言うコンサルテー∵ンヨソ・プログ  

ラムは，人間の知的痛動をコンピュータで支  

援する際のコンピュータプログラムをさす。  

これまでに，知識工学の分野において幾つか  

のコソサルテショソ・システムが発表され  

成果が出ほじめている（素1参照〕。   
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3．実行手順   

本7㍉コグラムは全身持久力系を対象とした  

プログラムであり，処方は歩行，ジョッギン  

グが中心となっている。試作プログラムの簡  

単なフローチャートを図1に示し，これに  

従って実行手順を説明する。はとんどのス  

テップはユザとコンピュータとの会話型情  

報交換によって処理が進行するようになって  
いる。  

（1）】Dの入力   

まず最初にタライェソトの名軋 年齢，性  

別等を入プ」する（写真1参照つ。  

（2）メディカルチェック   

高血圧呼吸循環器系障害について簡単な  
チェヅクをデータペース1のルール群に基づ  

き問診型式で行なう ぐ写真2参照）。   

場合によっては，ドクタとの相談等を要  

求することがある。  

（3）体力の評価   

このルーチソでほ最大酸素摂取量の推定の  

ため，まず．12分間長のデータ人力を要求し  

て来る〔写真3参照）。  

Photo．2  Evaluation of health   

最大酸素摂取量の推定データとして12分  

間走を用いた理由として，比較的簡単に測定  

出来その妥当が認められている事，本学の体  

力測定項目の中に含まれている事等があげら  

れる。もし，12分間売のデータが無い場合，  

最大卜咤み台昇降運動のデータを要求してく  

る。最大卜踏み台昇降運動の特徴は測定が簡  

単で，かつ短時間で行なえる、事である。そし  

て，最大酸素摂取量の推定データをもとに，  

データベース2のルールを参照して基本的体  

力区分を決定する。  

（4）運動処方の作成   

このルーチソは．綿ステップで求めた基本  

的休ノノ区分や年齢，性別，運動経験等をもと  

に、データベース3のルールによって歩行  

ジョッギソグを中心とした運動処方な作成す  

る。  

（5）運動処方の出力   

単に処方をプリンタへ出力するだけでな  

く，タライェントのカルテを外部記憶装置に  

作成L，7フダケアや次期処方のデータ  

ベースとする。囲2に出力例の一部を示す。   Pboto．1Input ofI．D  
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4．ハードウェア及びプログラム言語   

本プログラムの開発は，NEC丁）C8001を  

用いてわなった。筑波ノJ′、芦学術情報処理セン  

ターのTSS端末の使用も検討したが，移動  

が困難な事，使用時問に制限がある事等の理  

由により．パー ソナル・コンビュ【タを使用  

した。しかL，PC8001等の8bitマシンは容  

量が小さく，処理も遅いので，最低限16bitコ  

ンピュタ，出来れば「PERQ」，「STAR」等  

のパソナル・コンピュータあるいは「VAX」  

クラスのミニコソが必要であると思われる。   

本プログラムは，ハードウエアの制限から  

BASIC言語で記述した。BASIC言語は一般  

によく広まっているが．構造的な記述やリス  

ト処理の能力が低く，運動処方システムには  

向いていないと言え る。今後は記号処理系の  

LispやProlog等で記述して行く事が望まL  

いと思われ，そのためにも，人容量の16bit以  

上のマシンが必要であろう。  

5．結 論   

運動処方システムのサブシステムとして，  

コンサルテーション・プログラムを作成した。  

本プログラムを用いる事により，従来，専門  

家がすべて手作業的に行なってきた運動処方  
の幾つかの部分をコンピュータが受け持つ事  
が可能となり，正確かつリアルタイムに運動  

処方の基礎資料が得られると考えられる。   

また，作業をコンビュ→タと分担する事に  

より，専門家である二1－ザはより知的作業に  

集中出来ると思われる。そLて，会話型式に  

よってユーザとプログラムが情報交換を行な  

えるため，ミス入力に対する修正が早く，処  

理時間を短縮する事が可能である。したがっ  

て，従来よりも多人数に対する対応が出来る  

事になるが，現段階では多人数を並列処理  

する事は出来ないので，今後の課題の1つと  

して並列処理を考えて行きたい。本プログラ  

ムは，自動的にタライェソトのカルテのデー  

タベースを作現し，処方の追跡評価やアブ   

ユ【ザはこの出力をもとに，あるいは参考資  

料として運動処カを行なう事になる。  

Photo．3 Evalual，ion of physicalfithess  
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（1）正確かつ，リアルタイムに運動処方の基  

礎資料が得られる。  

（2）会話型式によってユーザとプログラムが  

情報交換を行なえる。  

（3）自動的にカルテのデータベースを作成し  

アフターケアや，追跡評価に役立てる事が出  

来るむ  
（4）現段階においてほ，各ルーチソにおける  

ルール群の質，量とも不十分であり，今後よ  

り充実を計って行く必要がある。  

（5）本格的知的情報処理システムへ発展させ  

るためには，ハードウェ7の充実とともに，  

システムを記号処理系のLisp，Prolog等の  

言語で記述する必要があろう 

クーケア等に役立てる事が出来，また，コン  

サルテーショニ／・プログラムのルール群等へ  

結果をフィードバックさせる事も可能であろ  

う。   

本プログラムを試作するにあたって，今後  

の課題とも言うべき問題点が幾つか明らかに  
なった。コソサルテーション・プログラムの  

ようなエキスパートシステムでは，専門家の  

高度な知識が基盤となるが，本プログラムの  

ルール群は知識の質，量ともまだまだ不十分  

である。今後ほ専門家との情報交換をより密  

にし，より高直な知識をルール群に導入して  

行く必要があると思われる。また，本プログ  

ラムを本格的知的情報処理プログラムへ発展  
させるためには，ハードウエアの充実ととも  

に，高度な専門的知識の論］翌的表現が不可欠  

であり，そのためにはLisp，Prolog等の記号  

処理系の言語でプログラムを記述する必要が  

あると考える。  

6．要 約   

運動処方システムのサブシステムとしての  
コンサルテーショこ／・プログラムを試作した。  

本プログラムの特徴及び問題点を下記に要約  

する。  
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